
届出・問い合わせ先 

　生駒市では平成23年11月1日から生駒市景観計画を

施行しており、建築行為等法令で定める行為を行う

場合は、事前に届出が必要となります。

・景観に影響を与えるおそれのある一定規模を超える建築物の建築等、工作物

の建設等、開発行為、土地形質の変更及び物件の堆積行為については、その

行為に着手する 30日前までに景観法に基づく届出が必要となります。

行為に当たっては、良好な景観形成を図るため、生駒市景観計画に定める景

観形成の基準に配慮していただく必要があります。

・生駒市全域

※生駒市内を自然景観区域・田園景観区域・市街地景観区域の 3 つの区域に

区分し、区域ごとに届出対象規模及び景観形成の基準の内容が異なります。 

 また、区域の区分と別に景観形成地区を地区指定しており、地区ごとに届

出対象規模及び景観形成の基準を定めています。 

〒630-0288 生駒市東新町８－３８ 生駒市都市整備部 都市づくり推進課 

TEL：０７４３－７４－１１１１

FAX：０７４３－７４－９１００ 

※「生駒市景観計画」、「届出様式」などは、生駒市ホームページに掲載しています。 

景観法に基づく届出のご案内 

届出制度の概要 

景観計画区域（届出対象区域） 
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市内全域を次のとおり３つの区域に区分しています。 

市内に２つの景観形成地区を指定しています。 

◆広域幹線沿道地区

◆生駒駅前北口再開発地区

※ 景観計画区域の区分・景観形成地区については概要となっております。詳

しくは生駒市景観計画をご覧ください。 

区域の区分 

市街地景観区域 田園景観区域 自然景観区域 

次の区域又は地区に指定 

・金剛生駒紀泉国定公園

・県立矢田自然公園

・近郊緑地保全区域

・景観保全地区

・環境保全地区

・風致地区

・保安林

市 街 化 区 域 市街化調整区域 

景観形成地区 

次の道路境界から１０mの範囲の土地 

一般国道 168 号・・・・都市計画道路「奈良西幹線」 

の平群町から R163 バイパスまで 

（南田原町交差点以北は R168 現道） 

清滝生駒道路・・・・・都市計画道路「国道１６３号バイパス線」 

の市内全線 

阪奈道路・・・・・・・市内部分の全線 

県道枚方大和郡山線・・都市計画道路「高山富雄小泉線」 

の奈良市との境界から R163 バイパスまで 
※計画地が対象道路に接する場合、計画地の過半が道路境界から１０m の範囲に含まれる場合

はそのすべてが地区内となります。

都市計画決定「生駒駅前北口地区第一種市街地再開発事業区域」の全域 



 生駒市景観計画総括図 



        景観形成基準の届出は、景観計画をご覧ください。 

行為 自然景観区域 田園景観区域 市街地景観区域 

建築物の新築又は移転 

（右記の規模を超えることとなる増築又は改築を含む。） 

地盤面からの高さ 10ｍ
又は建築面積 300 ㎡

地盤面からの高さ 10ｍ
又は建築面積 500 ㎡

地盤面からの高さ 13ｍ
又は建築面積 1,000 ㎡

建築物の増築又は改築 上記の規模を超える建築物において、行為に係る建築面積が 10 ㎡

建築物の外観の変更 上記の規模を超える建築物において、行為に係る面積が 10 ㎡
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１鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱その他これら

に類するもの 
高さ 15ｍ

２煙突（支枠及び支線があるものについては、これら

を含む。）その他これに類するもの 

高さ 10ｍ 高さ 13ｍ

３装飾塔、記念塔その他これらに類するもの（屋外広

告物及び屋外広告物を掲出する物件を除く。） 

４高架水槽、サイロ、物見塔その他これらに類するも

の 

５ウォーターシュート、コースター、メリーゴーラウ

ンド、観覧車その他これらに類する遊戯施設

６アスファルトプラント、コンクリートプラント、ク

ラッシャープラントその他これらに類するもの
高さ 10ｍ 

又は築造面積 300㎡
高さ 10ｍ 

又は築造面積 500㎡
高さ 13ｍ

又は築造面積 1,000㎡
７自動車車庫の用途に供するもの 

８汚物処理場、ごみ焼却場その他の処理施設の用途に

供するもの 

９上記１～８に掲げる工作物のうち、建築物と一体と

なって設置されるもの 

建築物の上端から工作物の上端までの高さ 5ｍ
かつ 

地盤面から当該工作物の上端までの高さ 10ｍ
（上記１に掲げるものにあっては 15ｍ） 

建築物の上端から工作物の上端までの高さ 5ｍ
かつ 

地盤面から当該工作物の上端までの高さ 13ｍ
（上記１に掲げるものにあっては 15ｍ） 

工作物の増築又は改築 上記の規模を超える工作物において、行為に係る築造面積が 10 ㎡

工作物の外観の変更 上記の規模を超える工作物において、行為に係る面積が 10 ㎡

開発行為 

行為地の面積 500 ㎡又は

行為に伴い生ずる擁壁若しくはのり面の 

高さが 2ｍ

行為地の面積 1,000 ㎡又は

行為に伴い生ずる擁壁若しくはのり面の 

高さが 2ｍかつ長さ 10ｍ

行為地の面積 3,000 ㎡又は

行為に伴い生ずる擁壁若しくはのり面の 

高さが 5ｍかつ長さ 10ｍ

土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他の土地の形質の

変更（開発行為を除く。） 

行為地の面積 500 ㎡又は

行為に伴い生ずる擁壁若しくはのり面の 

高さが 2ｍ

行為地の面積 1,000 ㎡又は

行為に伴い生ずる擁壁若しくはのり面の 

高さが 2ｍかつ長さ 10ｍ

行為地の面積 3,000 ㎡又は

行為に伴い生ずる擁壁若しくはのり面の 

高さが 5ｍかつ長さ 10ｍ

屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積 行為地の面積 500 ㎡又は

物件の堆積の高さが 2ｍ
行為地の面積 1,000 ㎡又は

物件の堆積の高さが 2ｍ
行為地の面積 3,000 ㎡又は

物件の堆積の高さが 3ｍ

届出が必要な行為と規模 


